建築情報処理Ⅱ（久田担当：レポート６回目）

フーリエ解析を用いた２層建物、および、新宿校舎の2011年東日本大震災の振動解析
課題１　２層建物の地震応答解析結果の振動解析
２層モデルの地震応答解析（2-Mass Simulation.exe によるElceNS.csvによる応答解析）による解析波形（入力・１層・２層の３成分）にフーリエ変換を適用して、以下の課題を実施せよ。
・フーリエ振幅スペクトルを求め、１次・２次モードの卓越周期を調べよ（振幅スペクトルの横軸は振動数から周期に変換する）
・入力・１層・２層の３成分をフーリエ変換し、加速度波形から変位波形を求め、解析結果と比較せよ。その際、ローカットフィルターを用いないとおかしな波形になることを確認する（例：0.8, 1.0, 333, 3333 Hz）
・１次固有周期の卓越周期（卓越振動数）に前後する周期範囲でバンドパスフィルターを通し、フーリエ逆変換から１次モードのみの応答変位波形を求める（例：１次モードの卓越振動数は約1.6 Hzなので1.2、1.4、1.8、2.0 Hz、２次モードの卓越振動数は約3.9 Hzなので3.5, 3.7, 4.1, 4.3 Hzの、それぞれコーナー振動数を入力）。同様に、２次モードでもバンドパスフィルターを通し、フーリエ逆変換から２次モードのみの応答波形を求めよ。

・新宿校舎の2011年東日本大震災の強震観測データの入手
　2011年3月11日の東日本大震災時に記録した工学院大学・新宿校舎の強震記録データ・プログラムを下記サイトより入手する 

http://kouzou.cc.kogakuin.ac.jp/Open/建築演習Ⅱ
の「2011-311地震-新宿校舎」フォルダーより。
2011_0311_1446_00_acc.cvsファイルには強震加速度計による40チャンネル分の加速度波形のファイルが入っている。各チャンネルの計測方位や設置場所はchannel.pdfを参照すること。

　今日の演習で主に使用するデータの例は下記の通り。
・B6F-acc.csv：B6階床の３成分（13ch(EW), 14ch(NS1), 16ch(UD)）

・22F-acc.csv：22階床の３成分（4ch(EW), 5ch(NS1), 11ch(UD)は29Fで代用）

・29F-acc.csv：29階床の３成分（1ch(EW), 2ch(NS1), 11ch(UD)）

・tran1x-L.exe：継続時間が長い波形処理用のフーリエ変換ソフト
課題２　各階のフーリエ変換と固有周期を求め、速度・変位波形を描く
・tran1x-L.exeを使用し、B6F-acc.csv（B6階）、22F-acc.csv（22階）、29F-acc.csv（29階）の加速度波形から、変位波形を求め、新宿校舎の地震時の揺れの特徴を説明せよ。ちなみに、フーリエ変換で積分する際、ローカットフィルター（例：0.1、0.2、333、3333 Hz）を用いないと、ノイズが強調された変位波形になることに注意せよ。

・tran1x-L.exeを使用し、 B6F-acc.csv（B6階）、22F-acc.csv（22階）、29F-acc.csv（29階）の３成分の加速度波形のフーリエ振幅スペクトルを描き、１～３次の固有周期を読み取る。さらにそれぞれ１次モードと２次モードの固有周期を中心とするバンドパスフィルターを通し、B6、22、29階の変位波形を重ねて描き、１次、２次モードで振動していることを確認せよ。
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